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アメリカにおける大学の家政教育カリキュラムの比較研究(第４報)
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　【目的】本研究の目的は第３報の「アメリカ家政系大学の学部組織、カリキュラムの

設立理it-目的の比較研究jに引き続き、1995年のアメリカ家政系大学組織へのアン

ケート調査時のデータをベ―スとして、2000年時のアメリカ家政系大学において　Home

Econom ies 、Fam iIy O・ftsumerSc i≪nees、Human Ee。|。ey、Human Env iromantaI、Human

Scisnoesの各名称系において、どのような学部・学科組織で、どういった家政教育カリ

キュラムが設置されているのか、その実態を明らかにする事にある。

　【方法】①アメリカの家政系大挙に関する1995年アンケート調査時のシラバスデータと

2000年ll#の公開資料を通じて、設立理念一目的に基づき、どのような学部組織が設定され

ているかを名称系毎に明らかにする。②同データを通じて、各名称系の学部・学科におい

て、どういった家敵教育カリキュラムの内容が設置jされているかを明らかにしする。③学

部学科の名称改正に伴い、家政教育カリキュラムがどのように変わったかを明らかにする。

　【結果】①アメリカにおける家政系大学の学部・学科では、職業教育に対応した多様なコ

ースが選択できるシステムがみられた。②Aocreditati onを受けている大学では、家政系

科目を中心としたコアカリキュラムが設置されていた。③1995年以降に学部・学科の名称

改正を行った大学では組織や科圖の名称が変更されていても、家政教育カリキュラムに大

権な変化はあまり見られなかった。
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